
 

高速道路交通警察隊

高速道路交通安全協議会

① バイク乗車中の死者の損傷部位は、頭部が約

４割で最も多く、次いで胸部が約３割。（頭部と

胸部を合わせると全体の約７割）

② ヘルメット着用中の約４割はヘルメットが離脱。

③ 高速道路のプロテクター非着用時の致死率は、

着用時の約1.6倍高い。

ヘルメット・プロテクターの重要性

ちなみに！ 衝撃力を例えると・・・

①６月４日（火）瀬戸中央道（香川）でトラックがバイクに追突

②９月１日（日）神戸淡路鳴門道（徳島）でバイクがトラックと衝突

③９月８日（日）宇和島道（愛媛）でバイクがガードレールに衝突

40ｋｍ/ｈ

60ｋｍ/ｈ

100ｋｍ/ｈ

120ｋｍ/ｈ

約60ｍ（ビルの18階）の高さから落下した時の衝撃と同等

約40ｍ（ビルの13階）の高さから落下した時の衝撃と同等

約14ｍ（ビルの５階）の高さから

落下した時の衝撃と同等

約6ｍ（ビルの2階）の

高さから落下した時の

衝撃と同等

～ 指定速度を守って、速度は控えめに ～


